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◆環境課
☎587－ 6003
℻   587 － 3834

☆旧の市指定ごみ袋
（シール）は、平成
24 年 3 月 31 日まで
使えます！

毎月第 4土曜は
 廃食油回収の日

6 月 25 日㈯　午前 10 時～正午

回収会場：市役所別館横電話ボックス付近
回収物：廃食油、牛乳パック、アルミ缶
環境課☎ 587－ 6003、エコロジーマー
ケットやすの会・増村☎ 586－ 1441

現場検証の様子

ガス抜きされていないライター
やスプレー缶

燃えないごみの
袋の中にカセッ
トガス缶が！

ご
み
収
集
車
で
の
爆
発
・

火
災
事
故
が
連
続
発
生
！

　

１
回
目
の
事
故
は
、
北
野
学
区

の
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日
（
４
月

６
日
）
に
、
２
回
目
の
事
故
は
、

野
洲
学
区
の
燃
え
な
い
ご
み
収
集

日
（
４
月
13
日
）
に
発
生
し
ま
し

た
。

　

い
ず
れ
も
原
因
は
、
ス
プ
レ
ー

缶
お
よ
び
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
に
残
っ

て
い
た
ガ
ス
が
、
ご
み
の
積
み
込

み
の
際
に
圧
縮
さ
れ
て
漏
れ
出

し
、
金
属
同
士
の
摩
擦
に
よ
り
引

火
し
燃
え
出
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

幸
い
、
市
民
や
作
業
員
に
け
が

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
場
合
に

よ
っ
て
は
大
事
故
に
な
っ
て
い
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
以
降
、
こ
の
よ
う

な
ご
み
収
集
車
で
の
爆
発
・
火
災

事
故
が
14
件
も
発
生
し
て
お
り
、

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
も

８
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多

く
は
、
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
缶
、
ス
プ

レ
ー
缶
や
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
な
ど
が

原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
故
を
発

生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
ご
み
を
出

す
と
き
に
は「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」

お
よ
び
「
ご
み
分
別
名
人
」
に
よ

り
、
適
正
な
ご
み
出
し
を
お
願
い

し
ま
す
。

里山・森・里地・里川・びわ湖の
　　　「水」フォーラムを開催します！
　市内の山からびわ湖にいたる水環境保全の取り組み活動報
告会を開催します。水環境に関心がある人は、ぜひご参加く
ださい。
日時…7 月 2 日㈯午後 1時～ 3時 30 分
会場…コミセンなかさと大ホール
内容…水源の山、森、川、田畑、びわ湖の水環境保全に取り
組む市民団体や自治会の活動事例の報告
主催…環境基本計画推進会議里川づくり委員会
参加費…無料※申し込み不要

危
険
物
の
排
出
方
法

●
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
…
必
ず
中
身
を

使
い
切
る
か
、
ガ
ス
を
出
し
切
っ

て
か
ら
燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
缶
・
ス
プ
レ
ー

缶
…
中
身
を
使
い
切
っ
た
上
で
、

風
通
し
の
よ
い
場
所
で
穴
を
あ

け
、
空
き
カ
ン
・
金
属
類
の
収
集

日
に
赤
色
の
専
用
コ
ン
テ
ナ
に
排

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
各
ご
み
集

積
所
に
も
穴
あ
け
器
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。）



野
洲
駅
の
歴
史
を
語
る
資
料

―
野
洲
駅
開
業
120
周
年
展
よ
り
―

【6月の休館日】月曜・火曜日
◆野洲駅開業 120 周年展「鉄道・駅・まち」
／ 6月 26 日㈰まで
　野洲駅や鉄道、まちのあゆみを資料や写真
で紹介。協賛…西日本旅客鉄道㈱京都支社
◆野洲駅開業 120 周年写真展／ 6月 26 日
㈰まで　JR野洲駅コンコースにて
◆第 3回弥生の森写真展「ふぉれすとフォ
トギャラリー」／ 6 月 11 日㈯～ 8 月 31
日㈬　※作品募集中
◆まちかど博物館「比江を歩く」／ 6 月
25 日㈯午後 1時 30 分～
※比江自治会館集合

１
９
４
５
年
の
間
に
作
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
昭
和
10
年
代
に

駅
や
鉄
道
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
方

は
、
こ
の
駅
名
標
に
見
覚
え
が
あ

り
、
と
て
も
懐
か
し
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。
昔
の
野
洲
駅
の
資
料
は

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
今
と

な
っ
て
は
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

も
う
一
枚
の
写
真
は
、

１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
の
野
洲

駅
の
時
刻
表
で
、「
汽
車
時
間
表
」

「
昭
和
十
七
年
十
一
月
十
五
日
改

正
」
の
記
が
あ
り
ま
す
。
広
告
入

り
で
、
縦
26
・
８
㎝
、
横
37
・
６

㎝
、
Ｂ
４
判
ぐ
ら
い
の
貼
っ
て
見

1942（昭和 17）年の野洲駅時刻表

野洲駅ホームの駅名標／大正～昭和初期頃
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野
洲
駅
は
、
東
海
道
線
が
開
通

し
た
２
年
後
、
１
８
９
１
（
明
治

24
）
年
６
月
16
日
に
開
業
し
ま
し

た
。当
時
、草
津
駅
と
八
幡
駅（
現
・

近
江
八
幡
駅
）
の
間
に
新
し
く
誕

生
し
た
駅
で
、
今
月
で
ち
ょ
う
ど

120
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
、

博
物
館
に
展
示
し
て
い
る
資
料
か

ら
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
は
、
野
洲
駅
の
ホ
ー
ム
に

掲
げ
ら
れ
て
い
た
駅え
き
め
い
ひ
ょ
う

名
標
で
す
。

木
製
の
し
っ
か
り
と
し
た
作
り

で
、
吊
り
下
げ
る
金
具
も
残
っ
て

い
ま
す
。
大
き
さ
は
縦
65
㎝
、
横

110
㎝
で
、
近
く
で
見
る
と
か
な
り

大
き
く
感
じ
ま
す
。
文
字
は
片
面

の
み
に
記
さ
れ
、
板
面
を
空
色
、

鮮
や
か
な
青
地
に
塗
り
、
手
書
き

の
白
い
文
字
で
駅
名
や
矢
印
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

横
書
き
の
文
字
が
、
右
か
ら
左

へ
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦

前
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
以

前
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
守
山

駅
は
１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
、

篠
原
駅
は
１
９
２
１
（
大
正
10
）

年
に
開
業
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
１
９
２
１
年
か
ら

る
大
き
さ
の
も
の
で
す
。

　

当
時
は
、
１
日
に
上
り
22
本

（
う
ち
１
本
は
野
洲
行
き
）、
下
り

21
本
の
汽
車
が
発
着
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
行
き
先

を
見
る
と
、
東
京
、
名
古
屋
、
静

岡
、
青
森
、
新
潟
行
き
や
、
岡
山
、

糸
崎
、
広
島
、
久
留
米
、
八
代
行

き
も
あ
っ
て
、
延
々
と
汽
車
が

走
っ
て
い
た
こ
と
が
想
い
起
こ

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
刻
表
の
当
時
の
野
洲

駅
は
、
１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年

に
改
築
さ
れ
た
２
代
目
の
駅
舎

で
、
瓦
葺
き
の
平
屋
の
建
物
で
し

た
。
そ
の
後
、
１
９
７
２
（
昭
和

47
）
年
に
改
札
を
陸
橋
の
上
に
設

け
た
橋
上
駅
に
改
修
さ
れ
、
現
在

の
３
代
目
の
駅
舎
に
な
っ
て
い
ま

す
。
１
９
７
０
年
代
以
降
に
は
、

ま
ち
が
め
ま
ぐ
る
し
く
発
展
し
て

い
く
な
か
で
、
駅
の
周
辺
も
大
き

く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
日
々
何
気
な
く
乗
り

降
り
し
て
い
る
野
洲
駅
で
す
が
、

こ
の
機
会
に
120
年
も
の
歴
史
を
積

み
重
ね
て
き
た
歩
み
を
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
博
物
館
学
芸
員　

行
俊
勉
）


